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研究要旨 今年度は全国の主なMCUを持つ周産期医療施設に対し、①施設の卒業生で過去5年間に子

ども虐待となったケースの実態、②1998年に乳幼児虐待が疑われたケースの実態、③それらの施設で

の乳幼児虐待予防に関する考え方のアンケート調査を行なった。NICU入院児や低出生体重児の乳幼児

虐待に占める割合は高いとの報告は多くみられるが、周産期医療施設側から追ったデータはなく、全

国的な初の周産期医療施設側からの調査を行ない、その実態を明かにした。その結果から地域におけ

る乳幼児虐待予防システムを検討した。 

 

Ａ．研究目的 

NICU 入院児や低出生体重児の乳幼児虐待に占

める割合は高いとの報告は多くみられるが、周産

期医療施設側から追ったデータはなく、全国的な

初の周産期医療施設側からの調査を行ない、その

実態を明かにする。その結果をもとに今後の地域

における乳幼児虐待予防システムの構築を図る。 

 

Ｂ．研究方法 

全国の主なNICUを持つ周産期医療施設に対し、

①施設の卒業生で1994年から 1998 年迄の過去 5

年間に乳幼児虐待となったケースの実態、②1998

年に NICU に入院し乳幼児虐待が疑われたケース

の実態、③それらの施設での乳幼児虐待予防に関

する考え方のアンケート調査を行なった。(乳幼児

虐待予防の取り組みについては、助産婦・看護婦

が重要な役割をするが、システムとして動かすた

めには各施設の主任医師や病棟婦長の考え方も重

要であり、まず施設の主任医師及び婦長に対する

アンケートとした。) 

アンケートは全国の主な新生児医療施設の医師

により構成される新生児医療連絡会参加の施設

181施設に対して行なった。 

 

C.研究成果 

181 施設中 84 施設より回答があり、回収率は

46.4%であった。これらの施設への年間入院新生児

数は約18,400名であった(表 1)。 

84 の新生児医療施設の卒業生で 1994 年から

1998年迄の5年間に乳幼児虐待が判明したケース

は49例であった(表 2)。このうち個別票の記載が

得られたものが41例で、身体的虐待が大部分で9

例にネグレクトがみられた。41例中21例(56%)で

児童相談所に連絡が取られていたが、中には警察

からの連絡で初めて分かったものもあった。49例

中 23例(47%)が極低出生体重児であった。転帰と

しては49例中 17名(34.7%)が死亡していた。生後

1 ヵ月あるいは低出生体重児の場合は退院後 1ヵ

月の時点での児の保育方法は人工栄養26例、混合

栄養6例、母乳保育2例であった。 

これらの施設で1998 年 1月から12月迄の問に

乳幼児虐待が心配されたケースは 36 例であった

(表3)。このうち個別票が得られたものが33例で

あり、保健所には全例で連絡をとっていたが、児

童相談所に連絡されていたものは 6 例(18%)のみ

であった。 

「子ども虐待のハイリスク群を新生児医療施設

でほぼ掴むことができると思いますか?」の問に対

する主任医師及び婦長の現時点での回答は、「でき

ると思う」が21施設(25%)、「できないと思う」が

60 施設(71.4%)、「その他」が 3施設であった(表

4)。 

 

 



表 1 . アンケートの対泉と回収率 

 全国のNIU    181施設 

  回 答     84施設 

 (回収率)      (46.4%) 

 回答施設の年間新生児入院児数 

         約 18,400人 

 

表 2 . 過去 5 年間の乳幼児虐待 

乳幼児虐待    49例 

(ネグレクト    9例) 

死亡例      17例 

極低出生体重児  23例 

(47%) 

保育方法 

人口栄養   26例(77%) 

混合栄養    6例(18%) 

母乳栄養    2例(6%) 

 

表 3 , 乳幼児虐待のハイリスク( 1 9 9 8 年)  

乳幼児虐待の心配36例 

個別票(+)     33例 

連絡 

保健所            33例 

児童相談所         6例 

(18%) 

 

表 4 . 施設 1 任者の考え 

乳幼児虐待のハイリスク群を周産期医療施設で 

 

掴めると思う       21施設(25%) 

掴めないと思う     60施設(71.4%) 

その他              3施設(3.6%) 

 

Ｄ．考察 

低出生体重児や NICU に入院が必要な医学的ハ

イリスク児は、退院後に乳幼児虐待に発展する頻

度が高い(乳幼児虐待の 40%以上)との報告が多く

みられる。その原因としては、単に早期からの母

子分離が行なわれるということだけではなく、現

代の社会構造の変化による育児不安に加え児の予

後に関する不安、家庭環境、社会経済的因子など

多くの因子が分かってきている。そして周産期・

新生児期は家庭外から児の育児環境が捉えられる

最初の時期であり、乳幼児虐待に関する危険因子

の多くは周産期・新生児期に捉えることができる

とのデータがある。しかし新生児期から追った乳

幼児虐待に関する全国的なデータはなく、これが

初めてのデータである。今回の調査で得られた84

施設で過去5年間に49例の乳幼児虐待が判明し、

49例中 23例(47%)が極低出生体重児であった。 

そして転帰として49例中17名(34.7%)が死亡して

いた。このことは周産期医療が、“生物学的存在と

して生まれた新生児を、社会的存在として育てる"

ことを最終目標にしている観点から、乳幼児虐待

予防は周産期医療の一つの大きなテーマともなる。 

また、1998年の 1年間に周産期医療施設で乳幼児

虐待が心配されたケースは36例あった。このうち

個別票が得られたものが33例であり、保健所には

全例で連絡がとられていたが、児童相談所に連絡

されていたものは6例(18%)のみであった。 

‘乳幼児虐待'への対応は法的にも児童相談所 

 

が中心であり、乳幼児虐待防止の地域でのネット

ワークも当然児童相談所が中心となる。しかし、

児童相談所は乳幼児虐待の早期発見や予防の中心

には現在成りえておらず、またマンパワーの問題

を含め将来的にも乳幼児虐待予防の中心には成り

えないと考えられる。 

周産期医療の現場で乳幼児虐待の可能性が高い

と判断された場合、その情報を保健婦および保育

士を中心とした職種と共有し、ネットワークを組

み、地域での育児支援を行ない地域での虐待予防

に繋げていく、地域での虐待予防のネットワーク

体制が必要である。それは、これらの虐待ハイリ

スク群は通常の病院でのフォローアップや地域で

の健診からドロップアウトしていくことが多く、

特別の対応が必要であるからである。 

母子保健法改正後、母子への対人サービスは市

町村に下りたが、乳幼児虐待予防に関しては、都

道府県からの市町村への補助金ではなく、市町村

に対する技術的支援・専門的アドバイスが切に求

められている。しかし現行の保健所における母子

保健体制ではそれに応じられず、経済効率や周産

期の今後の医療情報システムのあり方から考える

と、約100万の人口を単位とした母子保健医療圏

の中に中核保健所1ヵ所を整備し、新しいタイプ

の社会福祉行政職として3人の母子保健担当保健

婦の養成・確保を行なうことが望まれる。 

また同時に、今回の「子ども虐待のハイリスタ

群を新生児医療施設でほぼ掴むことができると思

いますか?」の問に対する主任医師や婦長の回答が

示すように、周産期医療施設での乳幼児虐待予防



についての取り組みはこれからであり、周産期か

らの乳幼児虐待予防の啓発活動や院内 CAPS の構

築も必要である。 

 

Ｅ．結論 

低出生体重児やMCU入院児は医学的にハイリ 

スクであるばかりではなく、乳幼児虐待に関して 

もハイリスクであり、周産期で捉えられる育児環 

境の情報を的確に捉え、それを保健婦や保育士と 

共有し、地域での連携がとれた乳幼児虐待予防の 

ネットワークを人口100万に1箇所くらいの規模 

を 1つの単位として整備すべきである。 
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